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(57)【要約】
　内腔検査のための胃鏡検査装置が開示されている。こ
の装置は挿入管、操作ハンドル、挿入管に着脱可能に結
合するディスペンサ、ディスペンサ内に保持される被覆
スリーブ、ディスペンサが固定されるマウスピース、を
含む。マウスピース内にディスペンサを固定し、内腔内
に挿入管を前進させ、挿入管がディスペンサを通過する
ときに、ディスペンサからスリーブを延ばし、挿入管の
汚染を防止するためにスリーブを配置する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の内腔を検査するための胃鏡検査装置であって、
　内腔内に挿入し、それに沿って移動可能で、内腔を可視化するための光学ヘッドを有す
る挿入管と、
　内腔に沿って前進させる間に挿入管の遠位端を誘導し、内腔への流体供給を制御するた
めの操作ハンドルと、
　挿入管に着脱可能に結合し、後部端、前方端、その間に形成された中間部を有し、挿入
管が進退可能なチューブ状に構成されたディスペンサと、
　検査の開始時にはディスペンサ内に収納可能で、検査過程ではディスペンサから延ばす
ことができる被覆スリーブと、
　検査中に患者の口内に保持されるマウスピースと、を含んで成り
　ディスペンサがマウスピース内に受け入れ可能で、着脱可能に結合でき、
　挿入管が内腔に沿って移動されるときスリーブがディスペンサから延ばされて挿入管の
上に展開可能であることを特徴とする、胃鏡検査装置。
【請求項２】
　挿入管がディスペンサに対して相対的に置換可能である、請求項１記載の胃鏡検査装置
。
【請求項３】
　被覆スリーブがディスペンサ内に折り畳まれた状態で収納され、スリーブの近位端がデ
ィスペンサに確実に固定され、スリーブの遠位端が挿入管に確実に固定されている、請求
項２記載の胃鏡検査装置。
【請求項４】
　ディスペンサがマウスピース内で着脱可能に固定されている、請求項３記載の胃鏡検査
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡検査に関し、特に腸（intestinal）の診察において、光学ヘッドを有す
る挿入管が口を経て食道の下方に侵入する間に使用される柔軟な内視鏡に関する。本発明
の実施態様の例として、胃または十二指腸を見るための、そしてこれらの器官から組織を
採取するための胃鏡（gastroscope）を挙げることができる。しかし、本発明は、胃鏡に
限定されるものではなく、腸の診察のために用いられる他の内視鏡、例えば、十二指腸検
査（duodenoscopes）、Ｓ状結腸鏡（sigmoidoscopes：Ｓ状結腸腔をみるための内視鏡）
などにも使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　最近の胃内視鏡の主要部には、光学ヘッドの遠位端に固定された柔軟な挿入管、体内器
官を前進する間に挿入管を操作するための操作ハンドル、胃鏡検査中に体内器官に圧縮空
気、水を供給し、吸引するユニットを制御するシステム、を有する。挿入管は、患者の歯
によって保持されたマウスピースを通って患者の口腔内に挿入される。マウスピースは、
胃鏡検査の間挿入管を案内する。
【０００３】
　一般の柔軟な内視鏡検査、特に胃鏡は、洗浄および消毒が困難なことが公知であり、患
者間または患者とスタッフとの間の二次感染が問題となっている。これらの問題は単回使
用のスリーブで内視鏡をカバーし、使用後は捨てることで部分的に回避することができる
。内視鏡をカバーするための使い捨てのスリーブ（シースなどとして）は従来公知のもの
である。
【０００４】
　内視鏡は普通複数の作業チャネルを有し、体外の近位ポートから内視鏡の遠位端におけ
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る遠位ポートまで延びている。内視鏡の遠位端が体内器官に挿入されるとき、作業チャネ
ルは、生体組織検査などの手術を実行するために内視鏡の遠位端を通して手術用具を通過
させるために使用される。
【０００５】
　この方法で使用される用具は患者の体内で生体物質により汚染される。患者の体内から
用具を引き出すと、汚染が作業チャネル内に広がり、内視鏡の近位ポートおよび、術者の
手までが汚染されるようになる。
【０００６】
　従って、内視鏡或いは手術用具からの汚染拡大を防止することは非常に有意義である。
【０００７】
　オオウチ（米国公開特許２００３／００９７０４３）は、内視鏡の手術部位の汚染を防
止するカバーについて開示している。そのカバーは、手術部位の全体を覆うためのバッグ
のような形状をしている。そのカバーによれば、挿入管が患者の体内にあるときに内視鏡
検査の間に汚染されることを防止することができる。しかし、手術の間および手術後に患
者の体内から挿入管を引き出す場合には、被覆されていないので、挿入管からの汚染拡大
を防止することはできないと思われる。
【０００８】
　中国特許ＣＮ１４８６６６６には、少なくとも遠位端が透明材料で形成された使い捨て
シースが取り付けられた内視鏡検査法が開示されている。このシースは内視鏡の挿入部全
てを封止する。手術用の作業チャネルを含む内視鏡の様々な洗浄困難で、解放端にあるチ
ャネルは、挿入管の外に配置され、単回使用の後シースとともに廃棄される。
【０００９】
　汚染から保護するために内視鏡を被覆する方法については他にも、シルバーステイン（
米国特許４６４６７２２）やシダール（米国特許４７４１３２６）がありここに参照のた
めに引用する。これらの方法は内視鏡の汚染を防止する為に試みられ、内視鏡の外部の作
業チャネルを使い捨てにしたり（シルバーステイン）、内視鏡の作業チャネル内面を使い
捨てのシートにする（シダール）ものである。
【００１０】
　ボルシン（米国特許６８４５４０９）は、内視鏡プローブ、結腸内でプローブを方向付
けるための曲げ部（操作ユニット）、挿入管、プローブの近くに結合する柔軟な被覆スリ
ーブまたはシース、を含んでいる内視鏡について開示する。スリーブは、挿入管とプロー
ブヘッドの間に位置する内部スピンドルと、キャップとの間に保持された固定部のように
内視鏡に付けられている。膨らまされたとき、保持部は内部スピンドルのフランジ全体に
広がり、スリーブの内部が遠位方向に引っ張られる。同時にスリーブは挿入管を被覆し内
視鏡検査の間の汚染を防止する。
【００１１】
　アイゼンフェルド（ＷＯ２００４／０１６２９９；ＰＣＴ／ＩＬ０３／０００６６１）
は、体内器官で挿入管の推進を補助する柔軟で膨張可能なスリーブを採用した内視鏡につ
いて開示しており、参考としてここに引用する。そのスリーブは、専用のディスペンサ内
に折り畳まれている。挿入管がディスペンサ内に挿入され、体内器官を前進する。挿入管
はスリーブと係合し、挿入管が被覆されて汚染から保護している。
【００１２】
　バーオア（ＷＯ２００５／１１０１８５；ＰＣＴ／ＩＬ０５／０００４２６）は、膨張
して広がり挿入管を汚染から防止する使い捨てのスリーブを、折り畳んで保持する為のデ
ィスペンサを含む使い捨てのセットについて開示しており、参考としてここに引用する。
【００１３】
　上記参照文献は、使い捨ての被覆スリーブの原理が主に結腸鏡検査器具において実現で
きることを示しているが、胃鏡検査器具においても汚染を防止するためにこのアプローチ
をどのように実行するのかについては述べられていない。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の目的は、胃鏡検査において患者間、患者とスタッフの間の二次感染のリスクを
最少化し、新規で改良された胃鏡検査器具を提供することである。
【００１５】
　本発明のさらなる目的は、使い捨て被覆スリーブによって保護することで、食道（esop
hagus）に沿って挿入管が前進することができる新規で改良された胃鏡検査器具を提供す
ることである。
【００１６】
　本発明のさらに別の目的は、食道内に挿入され、食道に沿って移動するとき挿入管の周
りを被覆するスリーブの配置のための簡易な装置を結合した新規で改良された胃鏡検査器
具を提供することである。
【００１７】
　本発明の様々な具体例は、胃鏡検査器具および食道内で内視鏡が前進するための方法と
して実施することが出来る。
【００１８】
　本発明の利点、効果の理解をより容易にするために、本発明の具体例について以下に詳
述し、図面を参照しつつ説明する。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　図１を参照すると、本発明の胃鏡検査器具の操作ハンドル１０が示されている。操作ハ
ンドルは、通常のデザインを有し、オペレータのための標準的な胃鏡検査器具の機能の全
てを有する操作ハンドルである。胃鏡検査器具はシステム制御ユニット（ＳＣＵ）とモニ
タを含む。これらのコンポーネントは標準的な胃鏡検査器具と同様であり、図１には示さ
れていないが、図８に示されている。
【００２０】
　操作ハンドルは、角度制御ノブまたはホイール１１、食道内の流体を吸引および空気／
水を供給するボタン１２，１４、入力ポート１８を提供するＹ字コネクタ１６、関連する
流体（通常、空気、水、および吸引する）の供給源と結合するためのチャネルを含む。こ
れらの供給源はＳＣＵで管理される。
【００２１】
　操作ハンドルは、ガイドチャネル２２を通って延びる挿入管２０の近位端に操作可能に
結合している。本発明の好ましい実施例ではガイドチャネルは、空気、水を供給し、吸引
する為の分離された内管（lumen）を有する使い捨ての管を受容するのに適した導管とし
て設計されている。この管は、マルチルーメン（multilumen）チューブが好ましい。その
ようなマルチルーメンチューブの例としてバーオア（ＷＯ２００５／１１０２００；ＰＣ
Ｔ／ＩＬ０５／０００４２８）らは詳述するので、ここに参考として引用する。操作ハン
ドルはライン（umbilical cord）２４によってシステム制御ユニット（図８に示すＳＣＵ
）と結合され、ライン内を挿入管の遠位端に配備されている光学ヘッドとＳＣＵとを接続
する電線が延びている。上記構成は通常の胃鏡検査器具と同様のものを採用している。
【００２２】
　詳細に示されていないが、挿入管内には、内視鏡に必要とされる機能を果たすように様
々な装置が供給される。これらの装置および挿入管内への配置については公知の技術であ
る。そのような装置の中で一つはバートブレイ（vertebrae）ということができ、操作ハ
ンドルに供給される角度調整ノブによって操作することができるように接続されたストリ
ング（strings）のようなものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　図２を参照すると、挿入管２０の遠位端に光学ヘッド２６がプラスチックキャップ２８
によって被覆されている状態が示されている。プラスチックキャップは前方の端部と円筒
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の周辺部によって規定される。前方の端部は通常の窓を提供し、光学ヘッドに光学カメラ
を配置して光学カメラを光源に接続する。好ましい例としてＣＣＤカメラが使用される。
光学ヘッドは一体的に光源を有し、好ましくは白色ＬＥＤ光源を用いる。ＣＣＤカメラお
よびＬＥＤ光源による視界によって、光ファイバを必要としなくてもより詳細にビジュア
ル化され、修理費、維持費を削減することができるのである。好ましい光学ヘッドの例と
して、ＣＣＤカメラとＬＥＤ光源は、発明者らの出願であるＰＣＴ／ＩＬ０５／０００９
２９に詳述されているので、ここに参照として引用する。
【００２４】
　挿入管の遠位部が調整され、曲部を提供することができると理解されるべきである。こ
の部位は内視鏡検査中に挿入管の遠位端の操作性を向上することができる。曲部はストリ
ングと接続された複数のバートブレイを含み、ストリングは角度調整ノブの回転によって
引っ張ることができる。この構成により、バートブレイの位置を変更することができ、遠
位端の曲げを制御し、患者の体内を前進する際に挿入管を案内することができる。
【００２５】
　図２には、本発明の胃鏡検査器具のさらなる部品が示されている。それはディスペンサ
３０であり、これが挿入管の遠位端に提供され胃鏡検査中に使用される。ディスペンサは
管状の本体を有し挿入管が通過できるように構成されている。ディスペンサは後方端３２
、弾性の柔軟な前方端３４、その間の中間部３６を有する。胃鏡検査の開始時は、後方端
３２が曲部に、前方端３４がキャップを包摂するようにして、ディスペンサが挿入管に結
合している。ディスペンサは挿入管と前方端において結合し、胃鏡検査の間に挿入管がデ
ィスペンサから送出したり収容したりして保護できるようになっている。キャップにしっ
かり固定されるようにスナップリング３８が提供され、前方端３４と挿入管の間で着脱可
能に結合している。同時にスナップ結合により、挿入管はディスペンサに対して遠位方向
にのみ移動することができる。ディスペンサの中間部分は、直径に沿って配置された開口
部４０、４２を有し、これらの機能については後に図３Ｃ、３Ｄを用いて説明する。
【００２６】
　ディスペンサ内に配置される固定ブッシング４４が提供されている。このブッシングは
、挿入管を通すように口広げ加工（flaring）された開口部４６、および円錐形の外表面
４８を有し、ディスペンサの後方端で円錐形表面５０に向かってぴったりとフィットして
いる。ブッシングの残部は薄い円柱管を形成し、挿入管の上にあってその移動を可能にし
ている。
【００２７】
　円環状スペースが、ディスペンサの中間部３６とブッシングの間に形成され、この空間
に柔軟な保護スリーブまたはシース５２が配されている。スリーブは図２に示すようにデ
ィスペンサ内で折り畳まれ、近位端が円錐形表面４８、５０の間にしっかりと固定されて
いる。スリーブの遠位端はキャップと前方端３４の間を通って、キャップ周囲とスナップ
リングの間にしっかり固定されている。
【００２８】
　図３Ａ、３Ｂ、３Ｃ、３Ｄおよび４を参照すると、本発明の胃鏡検査器具のさらなる部
材が示されている。この部材は図３Ａおよび４に示されるマウスピース５４である。
【００２９】
　胃鏡検査の間にマウスピースは患者の歯の間に保持され、ディスペンサはマウスピース
内に拘束されつつ、マウスピースを通過した挿入管が食道内を前進する。
【００３０】
　図３Ａは、個別の内管５６、５８、６０が、統合された案内チャネルまたはマルチルー
メンチューブとともに延長している状態を示す断面図である。内管５６、５８は小さな内
径を有し、注水のための水を供給し、送気のための空気を供給する。内管６０は比較的大
きな径を有し、手術用具または吸引を対象としている。
【００３１】
　図３Ａおよび３Ｂに示すように、マウスピースは管状の中心部６２を有する。中心部の
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円筒内表面６４は開口６６を画定し、ディスペンサがマウスピース内に導入される。開口
の内径はディスペンサの中心部３６の外径より若干広い。後述するように、この設計によ
ってディスペンサはマウスピース内にあるとき、その軸線に沿って回転し得る。
【００３２】
　マウスピースの中心部本体の一端はフランジ６８が、他端には咬合部７０が存在してい
る。フランジ部は中心部本体に本質的に垂直であり、全体の寸法Ｄを有する。開口６６の
内径はディスペンサの後端３２の外径よりも小さい。この構成により、ディスペンサがマ
ウスピースの中に充分に挿入されるとき、図３Ｃに示されるようにマウスピースのフラン
ジ部６８はディスペンサーの後端３２が隣接し、マウスピース内で軸方向の移動が制限さ
れる。
【００３３】
　咬合部はリムを有し、該リムは、マウスピースが患者の口内にあるとき、患者の歯によ
って咬合部の信頼できる保持を保証するために横方向に僅かに広げられる。
【００３４】
　図４にはマウスピースのフランジ部６８がより詳細に記載されている。これにより、２
つの丸みのある翼７２、７４によって定義された楕円形にほぼ等しい構成を有することが
わかる。翼は中心部本体６２の両側に直径に沿って位置する。マウスピースの重さを軽く
するために、開口部７６、７８が丸みのある翼の中に形成されている。弾性ストラップ８
０、８２が各翼に接着されていることが示されている。胃鏡検査の間にストラップは患者
の頭の後ろで取り付けられ、マウスピースを患者の口に確実に保持する。
【００３５】
　再び図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃ、図３Ｄに注目する。これらの図には、突出部８４がマウ
スピースの内部表面６４に形成されていることが示されている。突出部は弾性変形可能な
材料で形成されており、長い傾斜面８６と短い傾斜面８８とによってノコギリの刃状の形
態を有する。傾斜面８６の傾斜角は８８の傾斜角よりも小さい。斜面８６はマウスピース
内にディスペンサが侵入するのを許容するように遠位方向にのみ傾斜している。ディスペ
ンサ３０はマウスピース内にディスペンサの開口部４０又は４２に突起部８４が挿入され
るまで侵入することができ、マウスピース内のディスペンサの配置がその傾斜角によって
決定される。突起部８４が開口部の一つに配置されるとすぐに、弾性的にスナップ結合さ
れ、ディスペンサはマウスピース内で固定された状態になる。この状態は図３Ｃおよび３
Ｄに示されている。マウスピースからディスペンサを分離するためには、突起部を弾性変
形させるためにディスペンサを回転させ、開口部から除くことにより行われる。ディスペ
ンサがマウスピース内で前進するか或いは回転させられるかは、突起部と開口部との間の
スナップ結合の結果により、突起部の弾性変形が起こることを許容するために、ディスペ
ンサの材料の硬さだけでなく、突起部の構造および形状によって選択することができる。
【００３６】
　実際、ディスペンサ、スリーブ、及びマウスピースは安い使い捨て商品であり、食道か
ら挿入管を抜き出した後で内視鏡検査の後には廃棄される。ディスペンサおよびマウスピ
ースは硬質あるいは半硬質プラスチック材料（例えば、ポリプロピレン、ポリエチレン、
ＡＢＳなど）によって作ることもできる。
【００３７】
　スリーブは典型的には柔軟な生体適合性のプラスチック材料（例えば、ポリアミド）で
形成され、約数十ミクロンの厚みを有する。
【００３８】
　図５～８は、本発明の胃鏡検査装置が使用される検査中の連続的な段階を示したもので
ある。
【００３９】
　図５は、胃鏡検査の開始段階を示し、マウスピース５４が患者の口に保持され、ディス
ペンサ３０に沿って挿入管の遠位端がそこに挿入される前の状態を示している。簡略化の
為に他の胃鏡検査装置については図示していない。
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【００４０】
　図６は、胃鏡検査の次の段階を示し、挿入管の遠位端がマウスピースの開口に誘導され
、中へと進行するところである。先に説明したようにマウスピース内でディスペンサを回
転させることにより開口４０、４２の一つが突起部８４と整合する。そして、ディスペン
サの中間部３６でスナップ結合し、マウスピース内に固定される。
【００４１】
　さらに胃鏡検査が進んだ段階を図７に示す。この図には挿入管がディスペンサ３０を通
ってどのように前進するかを示してある。ディスペンサはマウスピース内で固定され動く
ことはない。スリーブの近位端もそのままで動くことはなく、ディスペンサの後部端にお
いてしっかりと固定されている。挿入管２０は、ディスペンサを通過して遠位方向に食道
９０に沿って押し込まれ、キャップと挿入管の間にしっかり固定されているので、挿入管
と一緒にスリーブの遠位端が移動していく。挿入管がディスペンサ内を通ることにより、
スリーブの遠位端はディスペンサから自動的に延長され、引き延ばされて、挿入管の部位
９２を被覆する。引き延ばされたスリーブが、挿入管の周りに配され、食道から発生する
あらゆる汚染物質からそれを確実に保護することが理解できる。
【００４２】
　図８は挿入管の進行がさらに進んだ段階を示している。この段階ではディスペンサ内を
通過した挿入管の主要部が食道内に有ることがわかる。この部分は保護スリーブ５２によ
り被覆されている。挿入管の遠位端は胃９４の近くにあり、光学ヘッドによって内部を見
ることができる。胃鏡検査装置の他の部品は患者の体外にある。これらの部品は、挿入管
２０の近位部９６およびＹコネクタ１６を有する操作ハンドル１０、作業チャネル２２、
供給ライン２４、ＳＣＵおよびモニタなどである。
【００４３】
　挿入管の近位部９６はまだディスペンサ内に進行していないことがわかる。この部位は
食道に沿って挿入管をさらに胃９４を通って十二指腸９８へ前進させることが必要な場合
に有用である。
【００４４】
　胃鏡検査が終了すると、挿入管とスリーブは患者の体内から引き出される。
【００４５】
　本発明の一実施例によれば、ディスペンサは前記引き出し中もマウスピース内に残存す
る。挿入管が引き出されるとき、スリーブは束ねられ、ディスペンサの外側で患者の口内
に残る。引き出しが終わっても、コンパクトに束ねられたスリーブは、口内の咬合部に配
置される。そしてマウスピースと使用され束ねられたスリーブを有する挿入管から、ディ
スペンサを分離する。その後挿入管がスリーブから分離され、スリーブはディスペンサと
ともに廃棄される。マウスピースは患者の口から取り出されて同様に廃棄される。
【００４６】
　別の実施例では、ディスペンサは挿入管が引き出される前にマウスピースから分離され
、挿入管は、引き出され展開されたスリーブとともに食道から抜き出される。挿入管はデ
ィスペンサおよび被覆スリーブとともにマウスピースから取り除かれる。その後、挿入管
はスリーブから分離され、スリーブとディスペンサはともに廃棄される。マウスピースは
患者の口から取り出されて同様に廃棄される。
【００４７】
　本発明により胃鏡検査における患者とスタッフの間の感染リスクを最小限にすること、
胃鏡検査の処置を更にクリーンで安全に行うことが可能であるということが容易に理解で
きる。
【００４８】
　さらに、本発明は、再処理装置の必要性を消去し、設備が主要な経費（付加的スコープ
の購入など）、労働コスト、消毒、洗浄およびスコープの維持などのコストを節約するの
に有用である。
【００４９】
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　本発明は、検査のための時間を短くし、処置を早くすることができるので、患者の治療
数を増加することができる。これは更に多くの処置を予定することができ、医者と設備の
両方にとってメリットを増加することができる。
【００５０】
　本発明の胃鏡検査装置は、非常にシンプルな構成で、標準の装置と非常に類似しており
、最高のパフォーマンスを達成するために医者が必要な手順を覚えるのに短期間でそれを
可能にする。
【００５１】
　本発明は前記実施例に限定されることなく、請求項において定義されるように、当業者
が発明の主旨を逸脱することなく修正を行うことができることが認識されるべきである。
【００５２】
　例えば、２より多くの開口部をディスペンサに設けたり、マウスピース内の突出部の歯
を１つより多くのノコギリの歯状にして設けたりすることである。
【００５３】
　開口部はディスペンサに設ける代わりにマウスピースに設けることや、マウスピースの
突出部をディスペンサに設けることもできる。
【００５４】
　マウスピースとディスペンサの脱着可能な他の結合方式を、スナップ結合の代わりに採
用することもできる。
【００５５】
　請求項において、“含む（comprise）”、“含む（include）”“有する（have）”な
どの用語は“含むものが限定されていない”ことと同義である。
【００５６】
　詳細な説明、請求項、添付図面の何れかに記載の特徴は、個別におよび組み合わせるこ
とができ、本発明が様々な形態において実現できることが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】図１は本発明の胃鏡検査器具の操作ハンドルの斜視図である。
【図２】図２はディスペンサに結合した挿入管の長手方向の部分断面図である。
【図３Ａ】図３Ａはディスペンサをマウスピース内に入れる前の長手方向の部分断面図で
ある。
【図３Ｂ】図３Ｂはマウスピースの領域Ａの拡大断面図である。
【図３Ｃ】図３Ｃはディスペンサをマウスピース内に挿入し、マウスピース内でディスペ
ンサが拘束された状態の長手方向の部分断面図である。
【図３Ｄ】図３Ｄは図３Ｃのマウスピースの領域Ａの拡大断面図である。
【図４】図４は本発明の内視鏡検査器具に採用されるマウスピースの等角図である。
【図５】図５は挿入管をマウスピース内に挿入する前を示す図である。
【図６】図６は胃鏡検査の開始時で、マウスピース内に挿入された挿入管を示す図である
。
【図７】図７はマウスピースを通って食堂内を前進する挿入管を示す図である。
【図８】図８は胃鏡検査の間の、患者と胃鏡検査器具の全体を示す図である。



(9) JP 2008-531175 A 2008.8.14

【図１】

【図２】
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【国際調査報告】
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